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図１．福井県内で廃線となった鉄道線路跡（黒の実線）と廃駅（黒丸）．大正時代と昭和時代発刊
された５万分の１地形図から鉄道路を拾い上げ、２０万分の１の地勢図に書き写したもの
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歴史を以下に述べる．えちぜん鉄道に関係する最初の線路は１９１４年（大正３年）２月１１日に敷設され
た新福井－市荒川間である．この路線の延伸速度は大変速く、１９１４年（大正３年）３月１１日に市荒川
－勝山間が、１９１４年（大正３年）４月１０日に 勝山－大野口間が開業し、１９１８年（大正７年）９月１
日には大野口－大野三番が完成し、福井市－勝山市－大野市が一つの線路で結ばれた．しかしながら、
１９７４年（昭和４９年）８月１３日をもって勝山－大野三番間が廃線となり、現在では、福井駅－永平寺口
間が運行されている．（永平寺口－勝山間も近く再開される。）
永平寺を訪問する観光客を運ぶために永平寺鉄道が設立され、１９２５年（大正１４年）に永平寺口（東
古市）－永平寺門前の間を結んだ．その後、永平寺口－丸岡－金津（現芦原温泉）間が１９２９年（昭和
４年）１２月１０日に全通し、１９３８年には線路が永平寺門前から本山方向に５００m延長された（昭和１３年
５月１８日）．その後、１９６９年（昭和４４年）９月１６日に永平寺口－丸岡－金津間が廃線となり、昨今の
衝突事故により永平寺線（東古市－永平寺）が２００２年（平成１４年）１０月２１日に廃線となった．
えちぜん鉄道の主要路線である三国－芦原線は、１９２８年（昭和３年）１２月３１日に敷設された福井口
－芦原間、それに引き続いて１ヶ月後の翌年（１９２９年）１月３１日には旧国鉄の三国支線を共用する形
で芦原－三国間を運行し、１９３２年（昭和７年）６月１日には三国－東尋坊口間が開業した．この三国
－東尋坊口間は１９４４年（昭和１９年）から休止し、１９６８年（昭和４３年）に正式に廃線となった．国鉄の
三国－三国港間を譲り受け、国鉄と共用していた芦原－三国間と接続し、現在では福井駅から三国港
までを運行している．
えちぜん鉄道の前身の京福電気鉄道に吸収され、後日廃線となった路線に丸岡軽便鉄道がある．丸
岡軽便鉄道は１９１５年（大正４年）６月２２日上新庄－本丸岡間が竣工し、１９３１年（昭和６年）６月１５日
には上新庄から西長田まで延伸された．この線も、１９６８年（昭和４３年）７月１０日に全線が廃線となっ
た．
えちぜん鉄道の歴史は小規模鉄道会社の合併の繰り返しである．１９１４年（大正３年）に越前電気鉄
道が開業し、その後、１９１５年（大正４年）開業の丸岡軽便鉄道、１９２８年（昭和３年）開業の三国芦原
電鉄、１９２５年（大正１４年）開業の永平寺鉄道を順次合併し、１９４２年（昭和１７年）に京福電気鉄道とな
った．事故による２年間の運行停止があったが、２００３年（平成１５年）にえちぜん鉄道として運行再開
した．
福井鉄道福武線は武生新から福井市内（福井駅前と田原町）までを結ぶ福井鉄道唯一の路線である．
しかし，その歴史も変化に富む．この鉄道も１９１４年（大正３年）１月２９日の武岡軽便電気鉄道の新武
生（社武生）－五分市間の開業から始まる．その後４ヶ月もたたない期間で五分市－粟田部間も開業
した（１９１４年（大正３年）５月２２日）．１９１５年（大正４年）８月２６年に，粟田部－岡本新間も開業し
た．将来南越線と称されるこの路線は１９２４年（大正１３年）３月４日に最終駅戸ノ口まで延長した．し
かし，昭和４０年代になって，延長の逆方向に廃線されることなった．１９７１年（昭和４６年）９月１日に
南越線の粟田部－戸ノ口間が廃止され，１０年後の１９８１年（昭和５６年）４月１日には社武生－粟田部間
も廃止され，南越線が完全に廃線となった．
現在の福井鉄道の唯一の路線である福武線は１９２４年（大正１３年）２月２３日の福武電気鉄道武生新－
兵営（神明）間の開業から始まる．１年半たった１９２５年（大正１４年）７月２６日には兵営から福井新ま
で延長された．以後，１９３３年（昭和８年）１０月１５日には福井新－福井駅前間が開業し，福井市中心部
に乗り入れることになった．福井市内を縦断する路面電車線である大名町－田原町間が１９５０年（昭和
２５年）１１月２７日に運行開始した．
福井鉄道には，廃線になってしまったが，鯖浦線があった．この路線は１９２６年（大正１５年）１０月１
日に開業した東江－佐々生間の鯖浦電気鉄道から始まる．２年後の１９２８年（昭和３年）１１月８日に
は佐々生－織田間が開業した．その名の通り，鯖浦線は江と梅浦を結ぶ計画であったと思われるが，
実現することはなく，１９６２年（昭和３７年）１月２４日には江－水落間が，１９７２年（昭和４７年）１０月１１
日には西田中－織田間が，そして１９７３年（昭和４８年）９月２９日には，最後に残った水落－西田中間が
廃止され，鯖浦線は完全に姿を消した．
鉄道廃線跡
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福井鉄道も吸収合併の歴史を歩んでいる．１９１４年（大正３年）に開業した武岡軽便鉄道は、１９１７年
（大正６年）に武岡鉄道に、さらに１９２４年（大正１３年）に南越鉄道に改名した．１９２６年（大正１５年）
に鯖浦電気鉄道が設立されている．福武電気鉄道は１９４１年（昭和１６年）に南越鉄道を吸収合併し、１９４５
年（昭和２０年）には鯖浦電気鉄道を合併し、現在の福井鉄道という社名になった．
以下に福井県内の鉄道の敷設・廃止の歴史を、主に福井県史を参考にして、年表として記す．
北陸本線
１８８１年（明治１４年）金ケ崎（現敦賀港）－疋田間の開業（我が国５番目の鉄道）
１８８４年（明治１７年）長浜－金ケ崎間開業
１８８６年（明治２２年）米原－長浜間開業（東海道本線と接続）
１８９６年（明治２９年）敦賀－福井間開業
１８９８年（明治３１年）金沢まで開業（北陸本線が県内を貫通）
１９６２年（昭和３７年）６月 北陸トンネルが完成．今庄－敦賀間が廃線
深谷トンネルが完成．旧線は柳ケ瀬線
１９６３年（昭和３８年）９月３０日 柳ケ瀬線の廃止
三国支線
１９１１年（明治４４年）１２月２５日 金津－三国間開業
１９１４年（大正３年）７月１日 三国－三国港間開業
１９４４年（昭和１９年）三国－三国港間を京福電気鉄道へ貸与
１９７２年（昭和４７年）２月２９日 金津－芦原間廃線
越美北線（九頭竜線）
１９６０年（昭和３５年）１２月１５日 越前花堂－勝原間が開業
１９７２年（昭和４７年）１２月１５日 九頭竜湖駅まで完成
小浜線
１９１５年（大正４年）から 敦賀側から工事
１９１７年（大正６年）１２月１５日 敦賀－十村間開業
１９１８年（大正７年）１１月１０日 十村－小浜間開業
１９２１年（大正１０年）４月３日 小浜－高浜間開業
１９２２年（大正１１年）１２月２０日 高浜－舞鶴間開業（全線開業）
えちぜん鉄道
１９１４年（大正３年）２月１１日 新福井－市荒川開業（その後，市荒川駅は廃止された）
１９１４年（大正３年）３月１１日 市荒川－勝山開業
１９１４年（大正３年）４月１０日 勝山－大野口開業
１９１５年（大正４年）６月２２日 上新庄－本丸岡間開業
１９１８年（大正７年）９月１日 大野口－大野三番開業
１９２５年（大正１４年）９月１６日 永平寺口（現東古市）－永平寺門前開業
１９２８年（昭和３年）１２月３１日 福井口－芦原間開業
１９２９年（昭和４年）１月３１日 芦原－三国間（この間は国鉄と共用）開業
１９２９年（昭和４年）１２月１０日 永平寺口－丸岡－金津（現芦原温泉）開業
１９３１年（昭和６年）６月１５日 上新庄－西長田間開業
１９３２年（昭和７年）６月１日 三国－東尋坊口間開業
服部 勇
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１９３８年（昭和１３年）５月１８日 永平寺門前から本山方向に５００m延長
１９４４年（昭和１９年）三国－東尋坊口間の運休
１９４４年（昭和１９年）三国－三国港間 国鉄から借用
１９６８年（昭和４３年）三国－東尋坊口間に正式廃線
１９６８年（昭和４３年）７月１０日 丸岡線廃止
１９６９年（昭和４４年）９月１６日 永平寺口－丸岡－金津（現芦原温泉）廃線
１９７４年（昭和４９年）８月１３日 勝山－大野三番間廃線
２００２年（平成１４年）１０月２１日 永平寺線（東古市－永平寺）廃線
福井鉄道
１９１４年（大正３年）１月２９日 新武生（社武生）－五分市間開業
１９１４年（大正３年）５月２２日 五分市－粟田部間開業
１９１５年（大正４年）８月２６日 粟田部－岡本新間開業
１９２４年（大正１３年）２月２３日 武生新－兵営（神明）間開業
１９２４年（大正１３年）９月１日 岡本新－戸ノ口間開業
１９２５年（大正１４年）７月２６日 兵営－福井新間開業
１９２６年（大正１５年）１０月１日 東江－佐々生間開業
１９２８年（昭和３年）１１月８日 佐々生－織田間開業
１９２９年（昭和４年）４月１日 江－東江間開業
１９３３年（昭和８年）１０月１５日 福井新－福井駅前間開業
１９５０年（昭和２５年）１１月２７日 大名町－田原町間開業
１９６２年（昭和３７年）１月２４日 江－水落間最終営業日
１９７１年（昭和４６年）９月１日 粟田部－戸ノ口間廃止
１９７２年（昭和４７年）１０月１１日 西田中－織田間廃止
１９７３年（昭和４８年）９月２９日 水落－西田中間廃止
１９８１年（昭和５６年）４月１日 社武生－粟田部間廃止
廃線跡
廃線となった線路の全長は１００を超える（図１）．廃線跡の利用は一様ではない．道路として使用
されていたり、住宅地となっていたり、放置されていたり、あるいは全く痕跡が無くなったりしてい
る．住民にとっては、“おらが町の鉄道”、“おらが町の駅”が無くなることにより、人的物的交流シ
ステムが変化し、駅前商店街などの変貌も余儀なくされる．
写真１：南越線の廃線跡．舗装された道路とその
先の未舗装道路は共に廃線跡である．
写真２：南越線五分市駅近くの線路跡．ゆった
りとカーブを描いている．
鉄道廃線跡
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線路の経営主体も変化しており、鉄道名・鉄道名も変化している．現時点で、それらをどの様に呼
ぶか、判断に困る点があるが、以下の説明では、丸岡鉄道（丸岡－西長田間）、永平寺鉄道（東古市
－丸岡－金津間）、南越線、鯖浦線、永平寺線（東古市－永平寺）、京福鉄道勝山－大野間、旧北陸線、
三国支線と記す．
１．線路跡
廃線により、線路が撤去される．その跡地の運命は４通りある．土地改良や農地改良により全く跡
形もなくなるケ－ス、放置され続けるケ－ス、一般道路として再利用されるケ－ス、それに線路跡が
住宅になってしまっているケ－スである．線路の一部が道路化し、その先で放置されていると、舗装
道路の先に用地はあるのに、急に砂利道になったり、草むらになったりする（写真１）．一般道路と
して利用されている場合には２つの特徴がある．一つは、道路が直線的であると同時に方向を変える
場合はゆったりとしたカ－ブを描いている（写真２）．電車は、自動車のように直角に方向を変える
ことができないため、曲率半径の大きいカ－ブが必要であったことを反映している．二つ目は、線路
が一般道路化されることにより、線路と並走していた道路と並走する新道路となる．例えば、永平寺
鉄道丸岡－鳴鹿間や南越線戸の口－岡本新間がその例である．鯖浦線の川去－平井間は線路跡が自転
写真３：鯖浦線の平井駅跡（プラットホーム）と
線路跡．線路跡は自転車歩行者専用にな
っている．
写真５：鯖浦線の樫津－陶谷間の線路は道路南脇
の高台を走っていた．
写真４：永平寺鉄道が金津駅（現芦原温泉駅）に
入り込んでいたところ（右側の草が生え
ている部分）．
写真６：永平寺鉄道線丸岡－金津間の線路跡．右
側の自動車が走っている道路は国道８号．
左側の舗装道路が線路跡
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車専用道路となっている（写真３）．廃線跡が住宅地になると線路の痕跡は無くなるが、線路の部分
だけ高まりになっているとすると、その痕跡が残る場合がある．東古市から鳴鹿に向かう線路は線路
幅分だけ周囲の土地より３m程土盛りされている部分があった．その高まりを上手く利用して住宅
の一部が立てられている．永平寺鉄道の芦原温泉駅に近いところでは，工場の中を通り，全く痕跡は
なくなっているが，芦原温泉駅直前では，草地となっているが，明らかな線路跡が残っている（写真
４）．鯖浦線の樫津－陶谷間や京福鉄道の下荒井近辺では，廃線跡が道路に平行する狭い高台として
残っている（写真５）．永平寺鉄道の瓜生近辺では，現国道８号と平行して狭い使い道の少ない道路
がある．これが永平寺鉄道の名残である（写真６）．
２．駅及びその周囲
廃線により駅も廃止される．その跡地利用は多様である．全く痕跡を無くしてしまっていることも
多い．東尋坊口駅などはそこに至る線路も含めて全く痕跡がなくなっている．駅、特に終点駅は広い
土地を持っており、その跡地は工場や倉庫に使われている場合がある．南越線戸の口駅や丸岡鉄道本
写真７：陶谷駅跡．線路と駅名表示が残っている．
写真９：丸岡線が北陸線を跨いでいた鉄道橋．コ
ンクリート製の橋梁のみが残されている．
写真８：三国支線が金津駅（現芦原温泉駅）から
分岐するところ．右側の北陸線は電化さ
れており、左側の三国支線への分岐は電
化されずに残っている．
写真１０：永平寺鉄道丸岡－金津間の線路が竹田川
を超えるのに使用されて橋梁の痕跡
鉄道廃線跡
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丸岡駅などがその例である．本丸岡駅は、駅舎とその周囲の空き地（かつての車両基地）がバスタ－
ミナルとして利用されている．鯖浦線織田駅もバスタ－ミナルになっている．西田中駅はバス停車場
になっている．また、公園に生まれ変わる例もある．今立町の岡本新駅は和紙の里公園になっている．
旧北陸線大桐駅は、「大桐駅跡」と記した記念碑が残っている．鯖浦線の陶谷駅（写真７）はモニュ
メントとして保存されている．同線の平井駅は，駅舎はなくなっているが，駅舎があったプラットホ
ームには記念碑的な案内板が設置されている（写真３）．南越線の村国駅は，駅跡とそこに記念碑的
に飾られた電車が残っている．丸岡鉄道の西の終点は三国芦原線の西長田駅であった．南越線の西の
終点の社武生駅は北陸線の武生駅と並んでいた．丸岡線も南越線も廃線になったが、西長田駅では、
丸岡線への分岐を示す線路跡があり、武生駅では北陸線の東側に社武生駅を撤去した空き地が残って
いる．芦原温泉駅でも，永平寺鉄道や三国支線への分岐の痕跡が残っている（写真８）．北陸線と接
合していた部分の駅舎がなくなった跡地は駐車場となっている場合が多い．丸岡鉄道の丸岡駅、南越
線の社武生駅，現芦原温泉駅には入り込んでいた永平寺鉄道金津駅などである．
３．鉄橋・トンネル
鉄橋やトンネルは比較的堅固に造られるので、簡単には撤去できない．南越線が日野川を渡るとこ
ろでは鉄橋があった．その鉄橋は、現在では、一部補修し、歩道橋として利用されている．丸岡鉄道
が北陸線を跨ぐ所には陸橋跡が北陸線の両側に残されている（写真９）．丸岡鉄道が九頭竜川を越え
る鳴鹿では、いくつかあった橋梁の内、南側二つが残っており、展望橋として利用されている．永平
寺鉄道が竹田川を越える部分では，竹田川堤防にあった橋梁の一部が残っている（写真１０）．国鉄三
国支線線の三国－三国港間と京福電気鉄道の三国－東尋坊口間とが交差していた部分でも，陸橋の橋
梁が残っている．
トンネルは撤去されることはなく、そのまま放置（通行禁止になっている）されるか一般道路とし
て利用されている．旧北陸線では今庄駅から敦賀駅にかけて、さらに敦賀駅から滋賀県木の本駅にか
けて多数のトンネルがあった．新北陸線の開通に伴い廃線部分にあったトンネルは、最終的には一般
道路のトンネルとなっている．トンネル内は、１車線であり、長いトンネルの出口には車両の進入を
制御する信号があるが、赤信号が５分、青信号が３０秒というものもある．京福鉄道の勝山－大野間の
下荒井トンネルは，閉鎖されている（写真１１）．使用停止となったトンネルの中には文化財として重
要なものもある．敦賀市曽々木から刀根の間にある旧北陸線小刀根トンネルは敦賀市指定文化財の建
造物となっており、案内の掲示板にはトンネルの歴史が記述されている（写真１２）．
写真１１：京福鉄道勝山－大野間にあった下荒井ト
ンネルの勝山側入り口．
写真１２：敦賀市指定文化財となって保存されてい
る旧北陸線の小刀根トンネル．
服部 勇
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４．駅前商店街
旧北陸線から新北陸線への切り替えに伴う廃線
を除いて、それ以外の廃線路線は、利用度が小さ
いから廃線になったのであり、路線沿線の集落は
繁華街を形成するような町ではなかった．それで
も駅が無くなることにより、その地区が発展から
取り残されてしまっている場合が多い．南越線の
場合、駅が無くなっても発展しているように見え
る集落は、戸の口、岡本新など数えるほどしかな
い．永平寺鉄道や三国支線の駅があった集落には
大きな商店もなくなっており，完全な住宅のみの
集落となっている．丸岡鉄道や鯖浦線においても、
駅が無くなっても地域の中心として未だに存在感
があるのは、丸岡、西田中、織田など２，３の町
しかない．その中で，駅前商店街としての性格が
残っているのは，織田と西田中である（写真１３）．
その他の廃駅の駅前商店街は，失われたり，越前
大野，岡本新のように地域の大きな商業地に飲み込まれている．鉄道交通からバス交通へと変化して
いったが，地域の拠点として駅が持っていた機能を補うことはできなかった．逆に，自動車交通社会
の発展により，集落の商業的な役割は縮小していったように見える．
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写真１３：鯖浦線の終点の織田駅はバスターミナ
ルとなっている．表参道の看板には「お
たえきまえ」と「駅前通商店街」の文
字が見える．
鉄道廃線跡
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